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１１月１日の全校集会では、「やりたいこと、なりたい 

もの、ありたい自分」というテーマで話をしました。 

 今回の話の主役は、私ではなく児童。運動会で大活躍 

してくれた赤白両団の団長さんについての話でした。 

 結団式後間もない９月終わり頃のお昼の放送で、２人 

の団長さんは、団長としての抱負を語ってくれました。 

２人に共通していたのは、先輩の姿に憧れて、団長の仕 

事をやってみたい、団長というものになってみたいと思ったという点でした。２人に 

とって、全力でみんなを引っ張る先輩の姿、みんなをまとめて最高の運動会を目指す 

先輩の姿は、キラキラと輝いていたことと思います。自分が、「やりたい」と思い、「な 

りたい」と願った団長という仕事だとは思いますが、この１ヶ月間は、必ずしも、キ 

ラキラと輝く場面ばかりではなかったのではないでしょ 

うか？団長として誰よりも声を出し、みんなを引っ張ろう 

として頑張っても、周りは、期待したほど動いてくれなか 

ったかも知れません。練習に身の入らないメンバーに、手 

を焼いたこともあったかも知れません。腹が立ったり、悲 

しかったり、どうすれば、みんなの心を一つに出来るのか、 

悩んだりしたこともあったのではないでしょうか？ 

「やりたいこと」も「なりたいもの」も自分の願いですが、団長という立場では、 

自分の願いのことだけを考えていれば良いというわけにはいきません。目の前の団員 

のことも考え、「自分は、団長として何をすべきなのか？」「どんな団長であれば、み 

んながついて来てくれるのか？」周りの存在を意識し、みんなと共に願いを叶えると 

いう気持ちがなければ、願いは空回りしてしまいます。 

集団や社会の中で、自分はこんな存在でありたいと思 

える理想の姿。２人にとっては、そんな「ありたい自分」 

というものを強く意識した１か月だったことと思います。 

 「ありたい自分」への道はちょっと大変です。しかし、 

その大変さも含めてキラキラ輝く道だということを、２ 

人の団長さんはきっと実感していることと思います。 
 

 

１０月２６日に、４年生の木工教室がありました。 

木工教室は、谷材木店様の御協力をいただいて、毎年、４ 

年生が実施しています。 

当日は、鉛筆立てを製作しました。かなづちや釘など、 

普段使ったことのない道具に、悪戦苦闘していた子どもた 

ちでしたが、講師の方に教えていただきながら素敵な作品 

を完成させていました。 

作品づくりの後は、飫肥杉について、講師の方から色々な話を聞きました。日南市 

には、「日南キューブ」という特色ある教材があり、市内の全ての小学校で、１年生 

から取り組んでいます。全国的にも有名な飫肥杉。杉材の生産では、宮崎県が全国一 

と言われています。また、子どもたちにとって身近な存在である堀川運河も、この豊 

富な杉材を運搬するために整備されたと聞いています。今日の体験が、子どもたちが 

故郷日南を見直すきっかけとなり、心に残るものとなればと思います。 

咲き誇れ 桜っ子 
校長先生の挑戦７：やりたいこと、なりたいもの、ありたい自分 

木工教室、素敵な作品できあがりました。 



 

 

１１月１９日は、日曜参観日でした。当日は、通常の参 

観授業、学級懇談に加え、親子学習教室（学校保健委員会） 

や PTA親睦会も開かれ、充実した１日となりました。 

授業参観は、全て道徳でした。道徳が教科となって数年 

が経ちますが、道徳には、他の教科と異なる所があります。 

例えば、かけ算九九を学ぶ時、かけ算九九がわかった子ど 

もは、当然ながら、皆、かけ算九九ができます。しかし、 

道徳で、「あいさつは大切だ」とわかった子どもが、皆、あいさつができるかという 

と、必ずしも、そうではありません。道徳では、「わかる」ということと「できる」 

ということの間に大きなギャップがあるのです。私自身、大切だとわかっていながら、 

実践できていないことが沢山あります。道徳では、「教える」という言葉よりも「示

す」という言葉の方が、私にはしっくりくる気がします。 

「自分自身も、決して完璧にできているわけではない。」 

「でも、道徳で学ぶことの大切さは、わかってほしい。」 

「そして、その大切なことに、ぜひ、挑戦してほしい。」 

努力する自身の姿を示しながら、そう訴えていくことが 

教師の仕事であり、その大切なことが絵空事ではないこ 

とを「示す」のは、周りの全ての大人の責任だと私は考 

えます。大人が大切にしないものは、子どもも大切にはしません。周りが示して初め 

て「わかる」は「できる」に変わっていく。道徳は学校だけでは完結しない教科です。 

親子学習会では、メディアとの付き合い方について話し合いました。今の世の中に 

なくてはならないメディア、しかし、同時に、様々な弊害をもたらす危険性も秘めて 

おり、まさに諸刃の剣と言えます。友人間や第三者とのトラブル、課金、有害なコン 

テンツによる悪影響等の生徒指導面での問題もあれば、寝 

不足や、視力の低下といった健康面での問題もあります。 

今回は「依存」の問題を取り上げました。ゲームやネッ 

トをやりたくて我慢ができないのは、心が弱いからではな 

く、心の病だから。アルコール依存や薬物依存と同じ反応 

を脳が示す病気です。お酒は２０歳から。薬物は何歳でも 

ダメ絶対。子どもたちがいかに危うい状況かわかります。 

 

 

１１月２日は、秋の遠足がありました。１・２年生は 

フェニックス自然動物園、３・４年生は、科学技術館で 

した。どちらも夏休み前に「博物館」の仲間として紹介 

した施設です。動物たちや科学との出会いで、子どもた 

ちの世界が少しだけ広がったことと思います。３・４年 

生は、科学技術館に勤務されたことのある教頭先生から 

宿題を出されていました。答えは何か分かったかな？ 

５・６年生は、宿泊学習、修学旅行がある関係で、学校で調理実習に取り組みました。 

 
 

           １２月の行事予定 

１２月 ２日 PTA餅つき大会     １２月１１日 真北聖子さんトーク 

１２月 ７日 修学旅行（６年）                 &ライブ 

１２月 ８日  々          １２月２２日 終業式 

※冬休み １２月２３日～１月８日 ※始業式 １月９日 

 秋の遠足に行きました。５・６年生は調理実習 

わかればできるのが教科、わかってもできるとは限らないのが道徳 



 


